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プルトニウム利用の推進に当たっては，廃棄物対策も見据えた取り組みが求められる．使用済み MOX 燃

料の発熱率は顕著であり，MA 核種の発熱特性に着目した地層処分への影響評価の先行例がある．効果的

な廃棄物対策には燃料特性，再処理，地層処分の各条件を考慮することが重要である．MOX 燃料由来のガ

ラス固化体の地層処分に対し，MA 分離を含めたサイクル条件の影響を検討するための課題を考察した． 
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1. 緒言 我が国ではプルサーマルによって発生した使用済み MOX 燃料の再処理について具体的な事業計

画は存在しない．一方でプルサーマル燃料は 2016 年に施行された再処理等拠出金法[1]の対象であり，将来，

再処理される方針と現時点では判断される．そのため，MOX 燃料の再処理に関わる多様なプロセス条件と

再処理廃液のガラス固化体（MOX ガラス固化体）の廃棄物特性等についてあらかじめ検討することが，余

剰プルトニウム対策を含めた核燃料サイクル路線の継続や将来の地層処分の負荷低減にとって重要と考え

られる．ここでは先行研究での予察的な評価結果を参考に，具体的な評価や研究を進めるうえでの着目点

や課題について検討する． 

2. 先行研究の知見 軽水炉利用の MOX 燃料由来の廃棄物の処理処分に関する評価として，これまでに使

用済み MOX 燃料や MOX ガラス固化体の発熱率の評価，さらに処分場への熱影響評価が試みられている

[2-4]．UO2 燃料と比較した使用済み MOX 燃料の特徴として，マイナーアクチナノイド（MA）の増加によ

る発熱率の増加とその影響の長期化が挙げられる[2,3]．そのため，MOX ガラス固化体の地層処分を従来の

概念[5]にそのまま適用すると，緩衝材の制限温度を上回るため，ガラス固化体の廃棄物含有率の低減や廃

棄体専有面積の増加等の対策が必要となる[3,4]．また，使用済み燃料の再処理までの期間（冷却期間）が

長期化することで Am-241 含有量が増加し，発熱量が UO2 ガラス固化体と同等まで低下するのに（例えば

0.35 kW/体）数百年のガラス固化体貯蔵期間を要する試算結果となる[3]．冷却期間の長期化が進むなか，

MA 核種の分離が有望な技術オプションとして挙げられ，その効果が報告されている[3,4]． 

3. 軽水炉 Pu 利用における廃棄物処理処分の課題 MOX ガラス固化体の地層処分の負荷低減評価では，発

熱対策として MA 分離が期待されるが，燃料サイクル条件は多様であると共に，地層処分は潜在的に種々

の柔軟性を有するため（例えば緩衝材の制限温度や定置方式），多角的な視点からの検討の継続が求められ

る．特に，MOX 燃料の燃焼条件，MA 分離割合，廃棄物含有率，冷却期間等の相関を現実性に留意して定

量化，整理すると共に，低含有ガラス固化体や UO2 燃料再処理廃液との混合ガラス固化体等の技術オプシ

ョンの効果の検討[4]も重要である．一方で，UO2 燃料由来の廃棄物との単純比較ではなく，独自の視点や

評価指標を用いることで地層処分の負荷影響を合理的に評価できる可能性がある．より俯瞰的には，使用

済み MOX 燃料の直接処分との比較検討もサイクル課題と位置づけられる．上記課題の一部に対してシリ

ーズ発表(14)～(16)で定量的に評価，考察する． 
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